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田 井 修 司
Ⅰ は じ め に
ウエ ブナ ー (F.E Webner)は公共会計士として,1890年頃からアメリカを
中心に活動を始め, 1000社にのぼる実務経験を重ねた原価会計専門家 (cost
accountllgSpeClallSt)である1)o
彼は一連の論文を TheEngineerlng Magazine,TheIron Trade RevleW,
ThelnduslrialEngineerlng に寄稿 し乞),能率技師との交流を深めるなかで,
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しかし,それにもかかわらず, ウエブナーは,アメリカ原価計算史のなかで,
リス ト･パ-セソテージ法を取 り扱った論者としてのみ知 られているにすぎな
いoかかる従来の研究に関するわが国の代表的見解は松本教授のウエブナ-罪
価にみることができる｡教∃受は, ウエブナーが リス ト.ノミ-セ1/テージ法の標
準数値 と実際原価o)一致を強調したa)みならず,｢原価管理-の役立ちを強調
していない｣ とする立場から, ウエブナ-は ｢原価管理を主眼とする標準原価
計算の線につらなるものではない｣ と批判 しておられるのであるd)o
他方で,松本教授は ｢管理型標準原価計算の生成｣においてテイラー(FW.
Taylor)をはじめ.-マースン (H Emerson) ら能率技師の役割を高 く評価 し
ておられるが5), しか し,彼 らが推 進 した科学的管理運動は.1910年代初頭に
は,労働運動の激 しい抵抗に直面 してお り,当時において,技術者的見地に基
づ く標準原価の実際的活用には大 きな疑問が残るのである8)Oまた, 歴史的な
観点か らみて,標準原価は理想療準を内容 とする技術者的見地か ら現実的諸条










5) 松本,前掲書,48-53- - ジ ｡
6) 拙稿 ｢TheEngtneerLngMagaヱIneと原価管理｣経済論叢.第123巻,第1,2号,昭和F･4年1･
2月.102-103ベーンdナトワ一二はこの当時を｢労働者の闘争五言｣の時期と位置づけている｡













ⅠⅠ 原 価 計 算 日的
ウエブナ-の比較 的まとまった見解 を知る-I)えで注 目すべき論文は Thc




















〔Ⅵ〕 CostRecordsasaConstltuentPartc･ftheGeneralAccountlngPlan.以下 F E.
Webner.[l〕のように略記する.
10) F E.Webnor,〔I〕Vo135,No.2,May1908,p 253
ll) この時期を代表する文献には,TheEnglneerlngMaga7rlneに連載されたH Emerson,
'-F.用CLenCyaSaBasisforOperatlOnandWages.'vol.35-36,July1908-Mar,1909とA
H Church,` OrganlZat10nbyProductionFactors,"vol.38-39,Oat1909-A PE.1910がある.
12) F E.Webner,〔Ⅰ〕Vo135,No2,MAY1908,p 252
76 (184) 第124巻 第3･4号
第一に, 彼は, 独占的な特権から膨大な利益を享受する企業を取 りあげ,
｢実際問題 として,このような企業でも,多 くの場合ノ 自か らの製造原価 より




か らである.労務費に関連する叙述のなかで, 労務費には ｢労働者の性格｣14)
が深 くかかわってお り,それが個々の作業の損益を規定すると指摘す る15)Oさ
らに,労働組合 (greatlaborarmy)に加入 している労働者の欠点は周知のこ
とであるとも述へている16)Oそこで′彼は労働者の非能率な性格を列挙Lたう
えで17),非能率な労働者を ｢年嶺年活者 (penslOnerS)｣ として特徴づけ,｢年
金生活者が しば しば工場のなかにいるDそこでは,彼 らの出勤よりも,欠勤の
方が配当 (dividend) の増大につながるであろう｣⊥S)と率直に語 っている ので
ある｡
さらに進んで, ウエブナ-は ｢ある有効な原価制度は驚 くへき諸事実を明ら







16) Zbld.p253 この点の押摘は具体的には組織的怠業を意味すると理解できJ:う｡(CfF W
Taylor,ThePrlTZCtPle50fSczent互βcManageme7Zt,1913,pp.18123)






18) Lbzd.,p 254(CfFactoryCbsts,p 51)
19) ZbZd.p254_
ウェフナーの原価会計観 (185〕 77
は労働者の職分に属 し,その報告内容が作為的に平準化 されているか らである
と批判 しているZO)｡ したがって ｢製造原価の厳格な知識は作業報告 と記録の正
確性に大きく依存する｣乞ユ'ことになるo
ウエブブ-が原価管理の視角か ら最 も重視するのは労務費 とともに間軽費に
影響する作業時間に関する情報である22)o この点に関して′ ｢時間に関するど
のような情報 も,消費時間とそれに含まれる原■価.浪費時間.間蓉労働時間等
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げに注 目するのである｡
つづいて,かかる間接費の切下げの視点から原価管理が賃金制度と関連して








る｣80)とも指摘 しているO このように彼は, 刺激的な賃金制度の導入による労
務費の上昇を吸収する間接費の切下げに原価管理の核心をみているのである.
ところで,かかる原価管理が最 も要請されるところは, ｢労働者が 〔原価制
度の導入に〕全面的に反対している工場である｣31)と指摘する. なぜなら,蘇
価制度の導入は, 労働者に よって, ｢これまで享受されてきた特権の切 り捨
て｣32)を意味するからにはかならないOまた,職長の反対がある場合には,具体
的な検討を要するとしながらも, 】私の経験した多 くの場合,他の点からは優






27)2FL) Zbid,p 346 この原因は労働著が出来高:賢帝の切下げを防ぐた馴ことる行動にあるとみ
ている D
29)30) Zbid,pp 346-347(CL,FacわryCbStS,pp 51-54)
31)32〕Iba ,p 348,
33) Iaid,p 348 原価制度の導入に関して,経営者と押立する職長はそもそも｢優秀｣な職長と
はいえないとも指摘している｡(Cf.FactoT･yCbs由,p.47.)
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だけの原価を要したか,また, どのような条件のもとで原価切下げが可能かを
知ることにある｣84)のであるo































































































最後に, ウニフナーは大多数の経営者は ｢財務相当老 (丘nancialo庁1Clals)｣
をきびしく束縛するにもかかわらず8 ),製造 ｢部長の監視のもとで日々進行す














































76) ウエブナーの著番は FactoryCo∫ls.1911と EactoTツAccounting,1917であるが,前者は
原価会計士ならびに製造部長を.後者は学生を主たる対象にして奉かれているD
77)F.EWel〕ner.FactoryCasts.1911,p25.
84 (192) 第 124巻 第 3･4'%
な限界まで,能率的に形成することが能率技師の仕事であるo｣閃)

























neers-A.S.M E.I)の設立が1880年であり.テイラー がミトペー ル製鋼会社で.科学的管理
法,ならびに,原価管理の導入に,明確に着手L始めたのは1886年前後である.(MareJay
Epsteln.TheEfectofScientl丘cMaLugementOntheDevelopmentoftheStaTldardCost
System,UnPublLShedPh D dL8SerhtlOn,UnrverSltyOfOregon.1973,pp 125-130-)
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されていた｣88)のであるが, ｢現代会計は,この見解が誤 ってお り,原価勘定
と一般勘定は明確で緊密な関係にあることを明らかにしている.｣89'かかる現代










があり, ｢この能率を達成するうえでの欠陥を, ことごとく把握 しない限 り,
最大能率の達成は不可能であることは明確である｣95つと指摘 して いるO
ここで, ウエブナ-は理論的見地か ら,原価管理を導入する実際的な当座標
準 と, 科学的管理に基っ く理想標準について, ｢能率の指標 (th.eIndexof
eflClenCy)｣UU)上の区分を明示 しているとみることができるのであるが07), 原
価会計 員的O-)三者の関係については, ｢製造原価の算天引ま原価制度の つの機





























しは, r経営者に対する不信｣を生みだ し 106),また,｢科学的な原価制度によ
って,思いも寄らない工場阻織 と作業上U)弱点が明らかになり｣107), この点か
ら,･36資間の ｢敵意 ｣108'と ｢疑惑｣10g)を刺激する ことになるO
このような ｢対立をできる限 り防ぎ.労働者 との敵対を避けることは,明ら
かに,賢明である｡｣110)したがって ｢新 しい 〔原価〕制度の導入は巧みな手腕を
101) Zbzd,p.42
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もって着手され. 注意深 く指導されねばならない｣1ユ1)と言 うことは繰 り返すま
でもないことであるoまた,原価制度の導入にかかわる ｢労働組合対策｣11皇'も












































業を終えても｣126),残 りの時間であらたに ｢割増 〔賃金〕 を稼 ぐ十分な時間を
獲得するに至 らない｣127)場合は,彼は,｢許容時間が完全に経過するまで｣128)
次の新しい作業に着手しないのである｡
































る｡｣145'したがって, 出来高賃率の切下げは, 結局, ｢原価を切下げたという




36) CfH L Ganlt.Wor丘Wagesandp710jits,1911.pp39-40
37) F E Webner,FLZCLorya)∫t∫,1911,pp52-53
38)139)140)141) Iba,p.53
42)143)144)145)146)147)148) Zbid,p.54
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(出所) F E Webner,Factor),⊂bst5.1911,p349
特別法,機械時間法
i1!薫野 三 両法リスト･/ミ一七ソT- シ〝
汰
｢見積 り･検証法 (estimateandtestplan)｣は ｢最も古 く｣,｢今日でも最
も広 く利用されている技法｣ではあるが157),正確性の点で間柘があり,材料費,
労務費,間接費の ｢勘｣による見積 りと 158),｢不正確｣ な検証によって特徴づ







しかし,両法はともに, ｢見積 り･検証法｣ と異なり,指図書 ･工程別に原価
が算定される点では同様な特散をもっのであるO
また′｢リス ト.,<-七./テージ法 (1lStperCentageplan)｣ は指図書 ･=程
別原価の算定にとどまらず,すべての原価要素に対 して. ｢事前に決定 した｣
原価構成比率を求め, 標準原価を導入する点にその特徴がある161)｡ この技乾
の適用対象は量産品 ならびに,標準規格品を生産する企業であり,原価構成
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VI お わ リ に
ウエブナ-の原価会計観の特徴は,企業間競争と労務管理の視点から原価計
算の管理目的を捉え,労資間の対立回避に周到な配慮を重ねたうえで,作業時
間を基礎にした原価比較を導入し,間接費を中心に原価切下げを推進する点に
あった.こうした見解はさらに展開され,原価管理は科学的管理法との関連で
位置づけられ,理想標準といわば弾力的な当座標準の理論的認識をふまえ,実
際的見地から,標準原価の弾力的運用を労務管理上の不可欠な条件として強調
するOそして,かかる視点から,原価計算は資本の ｢合理化｣基準として意義
づけちれたのである｡
ウエブナーのこうした見解は,一面では,作業時間の決定を大きく労働者に
ゆだねた見積原価計算の批判と,他面で,科学的管理法の弾力性の欠除に対す
る批判をともに含んでおり,しかも,標準原価 に明確 な規定を与えた-マース
ソ (H.Emerson)の活躍とはぼ時期を同じくして展開されているのであって,
当時の能率技師の見解を実務家の見地から具体化し 労務管理上の要請に対応
したウエブナーの原価会計観の実践的性格は注目に値するであろうO
すでに,ウエブナーの見解の全体像のなかに,ウエブナ-自身による松本教
授の見解に対する批判をみることができるのであるが,標準原価の弾力的運用
を不可欠な能率の必要条件とするウエブデーの主張は,彼の原価管理実践の具
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体的検討において,一層,明確になる点を指摘し,ひとま/ず,本稿の結びとし
たいO
(1979年2月嫡〕
